
～１年の計を立てよう～新しい年に
平成２３年３月１１日、突然襲った未曾有(みぞう)の大震災。それは誰に

とっても一生忘れることのできない出来事であり、被災された方々に対する

支援や放射能問題など、解決すべき課題は山積みです。時間は過去からの連

続であって、それ自体は一瞬も途切れることはありません。年が明けたから

といってそれをこの出来事のひとつの区切りにしていけないのは当然です。

その一方で、１日、１週間、１ヶ月、１年と時間を区切ることによって、

それぞれの節目に私たちの心の中でまた新しい日々が始まります。１年のこ

の時期は自分自身を省みる節目として大事な機会でもあります。自分を見つ

め、自分と語り合い、１年の計を立ててみましょう。

「１年の計は元旦にあり」といいます。年の初めに１年の目標を定め、計

画を立てれば、ものごとがうまくいくといわれます。実現不可能な目標では

なく、こつこつと努力を続けることができるような「１年の計」を立ててみ

ましょう。そして、これからもかけがえのない「自分」を大切にし、目標に向かって主体的な学習や

活動を続けていきましょう。みなさんにとって、穏やかで健やかな１年になることを祈ります。

私たちにできる地域貢献・ボランティア
（Parent=親・Student=生徒・Teacher=教員）ＰＳＴ座談会

、「 」 。１２月１５日(木)午後４時から本校会議室において 平成２３年度ＰＳＴ座談会 を開催しました

生徒、保護者、教員合わせて約４０名が３つのグループにわかれ、本校の特色のひとつである「地域

貢献まちづくり事業 「私たちにできるボランティア」をテーマに 「課題解決のために私たちができ」 、

ること 「保護者・学校・地域の協力を得てできること」について話し合いました。」

協議では 「老人施設の訪問ではお年寄りから学ぶことが、

多い 「子どもたちが元気になれば町全体が元気になる。だ」

から子どもたちとできるボランティアをしてはどうか」など

の意見が活発に交わされました。そして 「除雪ボランティ、

ア」や「幼稚園児とのふれあい活動 「町をきれいにするた」

めの活動」などの具体例があげられました。参加生徒全員に

ボランティア活動の経験があり 「多くの方々に感謝の気持、

ちを持つことができるようになって大変有意義だった」とい

う感想が述べられ 「ボランティアは自分からやるという意、

識が大切」という共通認識を持つことができました。

「ふれあいトークかみのやま２０１１」
～安心安全なまちづくりのために～

１１月１１日（金 、上山地区少年補導連絡会、上山警察署主催によ）

る「ふれあいトークかみのやま２０１１」が本校を会場にして開催さ

。 、 、れました トークには本校生徒のほか 市内各中学校の生徒や保護者

連絡会員、教員、警察関係者など６１名が出席 「安心安全なまちづく。

りのために」をテーマに自分たちの行動を見直し、自転車の乗り方や

公共物利用のマナーなどについて意見交換しました。
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《全校生徒が参加》お年寄りに元気と笑顔を
地域貢献活動…特色ある高校づくり…

（ ）、 、 、 、１２月２１日 水 ＪＲＣ委員 吹奏楽部員 合唱部員

生徒会役員が全校生徒を代表して市内の特別養護老人ホーム

「みずほの里」を訪問し、ミニ演奏会を開くとともに全校生

徒によるプレゼントを贈りました。プレゼントは情報経営科

の生徒がデザインしたカードに普通科の生徒が「いつまでも

元気で長生きして下さい」などのメッセージを書き、食料生

産科の生徒が作ったクッキーと押し花のキーホルダーに桃の

缶詰を添えて贈りました。また、吹奏楽部の演奏に合わせて

「 」「 」 、上を向いて歩こう 見上げてごらん夜の星を を合唱し

お年寄りのみなさんからは大きな拍手をいただきました。

県では「特色ある高校づくり推進事業」を展開しています。本校は上山市唯一の高校であり地域に

支えられている高校として、地域連携・地域貢献活動を特色としてこれからも取り組んでいきます。

生徒会役員同士が交流活動 県立高畠高校と連携授業
～上山高等養護学校生徒会とともに～ ～無添加「手作りみそ」の製造実習～

１１月２４日 木 県立高畠高校の生（ ）、

県立上山高等養護学 徒２９名が、１２月

校生徒会と本校生徒 １３日（火）連携授

会のメンバーによる 業のために訪れ 手、「

交流活動を本校にお 作りみその袋詰め」

いて開催しました。 実習を行いました。

交流会では学校生 高畠高校は「総合

活の様子や生徒会活動の取り組みをスライドで紹 学科」の高校で 「地域環境系列」の生徒たちが、

介したり、小グループに分かれての「茶話会」な 農業などの産業に関する学習をしています。今

どで楽しく交流を深めることができました。 回は本校農業科教員の指導のもと、６月の実習

、最後に本校からシクラメンをプレゼントし、上 で仕込んでおいたみそを仕込み桶から取り出し

高養からはプランターケースをいただきました。 袋詰め作業を行いました。

活躍明新館生の
村山地区高等学校弓道錬成大会 個人 深瀬麻未さん 第２位弓道部

山形県高等学校新人大会 女子４００ｍ 女子８００ｍ 第１位 小野莉奈さん陸上競技部

東北高等学校新人大会 女子４００ｍ 第３位、女子８００ｍ 第１位 小野莉奈さん

上山市総合体育大会 オープンダブルス 優勝 丸子明莉さん・渡邉美沙さんバドミントン部

女子１部ダブルス 優勝 丸子明莉さん・渡邉美沙さん 第３位 須藤麻紀さん・武田風音さん

女子１部シングルス 第２位 渡邉美沙さん 第３位 丸子明莉さん

山形県高等学校科学系部研究発表会 優良 鈴木ありさ さん科学部

全国書道展覧会 山形県知事賞 吉田朝香さん書道部

模範活動少年団体表彰ＪＲＣ委員会

山形県農業クラブ連盟プロジェクト発表農業クラブ

区分「食料・生産」最優秀 区分「文化・生活」優秀

税に関する高校生の作文コンクール 山形税務署長賞 佐藤美咲さん情報経営科

第２７回農業高校生小論文コンクール 優秀賞 木村翔君 奨励賞 鈴木翔太君食料生産科
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